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１．はじめに 

 現在，日本の交通手段利用率のうち，約 5 割が自

動車を使った移動となっており 1），高速自動車国道

（以下，高速道路）は幹線道路網を構築する上で重要

な役割を果たしている．一方，利用者からの電話やメ

ールによる路面性状に対する意見（以下，入電）が絶

えず寄せられている．入電に繋がる損傷は，凹み，段

差，補修箇所の劣化など様々である．図-1 に路面損

傷の一例を示す．そのため，車両の高速走行を可能に

する高いサービス水準を維持するためには，利用者

がストレスなく走行可能な路面の効果的な維持管理

が必要となっている． そこで，本研究では，路面の

予防保全を目的に，実際に入電のあった区間を対象

に，その原因について地理分析をもとに検討を行っ

た． 

２．入電集計の概要 

入電は，東日本高速道路株式会社関東支社管内（以

下，管内）における路面性状に関するものを抜粋し，

入電メモをもとにキロポスト（以下，kp）を特定し，

GIS（地理情報システム）を用いてマッピングを行っ

た．図-2に，2021 年度の管内の入電状況を示す．図

中，地図上のメッシュ内にある入電件数をカウント

し，件数に応じて色分けをしている．図より主に管内

の北西側山間部での入電が多くなっていることが分

かる． 
 

３．交通量との比較 

前章の入電箇所のマッピングより，特に入電の多

かった 4 路線の交通量 2）と入電件数の比較結果を図

-3に示す．なお，データ集計に関して，交通量は管

内の路線ごとの交通量を 1km ごとに算出しており，

入電数は 2016～2021 年度に発生した入電数を 
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路線名 路線の特徴

A 山間部（寒冷地）を通る路線

B 平野部（温暖地）を通る路線

C 平野部（温暖地）から山間部（温暖地）に至る路線

D 平野部（温暖地）を通る路線

※メッシュの間隔：緯度 5分，経度 7分 30 秒 

図-2  2021 年度の入電箇所 

（東日本高速道路株式会社関東支社管内） 

(a)凹み        (b)段差 

図-1 路面損傷例 

 

   

     

表-1 各路線の特徴 

図-3 交通量と入電数の比較 
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100km ごとに算出している．さらに，各路線を A，

B，C，D とし，それらの特徴を表-1に示す．図より，

路線 A は交通量に対して入電数が多くなっているこ

とが分かる． 

 

４．入電増加の原因解明 

4.1 入電増加時期の特定  

 交通量に対し路線 A の入電が多い理由を明らかに

するため，入電増加時期に着目し，路線 A が通る地

域の入電状況を月別で確認したところ，当該地域で

は特に 2 月，3 月，8 月，9 月，12 月の入電が増加し

ていることが分かった．特に，12 月は入電数が極端

に増加する傾向がみられた． 

 

4.2 入電増加の原因特定 

路線 A を始めとする周辺地域を通る路線の交通量

は，例年 8 月に大幅に増加する 3)．これに伴い，路面

の通過輪数が増加し，8 月と 9 月の入電増加に繋が

るものと考えられる．一方， 2 月，3 月，12 月はい

ずれも年間の交通量の平均以下となっている 3)にも

関わらず入電が増加している．これは，路線 A が通

る地域が積雪寒冷地であることが関係し，路床およ

び舗装体の凍結融解によるものと考えられる 4)． 

ここで図-4 に，路線 A の 11 月から 4 月の各月の

平均気温 5)と入電箇所の関係についてマッピングし

た結果を示す．図中，アメダスのうち，一日の気温が

0℃をまたいで変化する，いわゆるゼロクロッシング

が発生している箇所を赤色で示した．また，平均気温

を 5℃ごとに色分けした．その結果，図より，平均気

温が 5℃以下で，ゼロクロッシング発生箇所が多い月

ほど入電が増加している傾向がみられた．先行研究

6)では，昼夜間の路面温度差が大きく，特にゼロクロ

ッシングの発生によって路面凹凸が増加することが

指摘されており，12 月，2 月，3 月の入電が増加する

原因として，昼夜間の路面温度差が関わっているこ

とが示唆できる． 

 

５．おわりに 

 本研究では，管内の路面性状に関する入電箇所を

マッピングすることで，特に積雪寒冷地の山間部を

通る路線 A で入電が多発することが分かった．また，

入電を月別でプロットしたところ，路線 A の入電は

主に 12 月，2 月，3 月の冬期と 8 月および 9 月の夏

期に増加することが明らかになった．さらに，交通量

が比較的少ない冬季の入電増加原因として，昼夜間

の路面温度差が関わっていることが示唆された．今

後は，気温以外の様々なデータと入電の関係につい

て分析していくとともに，損傷種別を考慮した検討

を行っていく予定である． 
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(a)11 月         (b)12 月 

図-4 各月の平均気温と入電箇所の関係 

(c)1 月         (d)2 月 

(e)3 月         (f)4 月 

図-4 各月の平均気温と入電箇所の関係 
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